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皆様からご質問を頂きました。中でも多かったのは、「『バランスを保つて・・・』とはどういうこと
か？」あるいは、「ゲストとしては、どう協力したらよいのか？」というものでした。判りにくい書き方
をしてしまって申し訳ありませんでした。そこで、具体的にお願いをさせて頂きます。

①受給者証の更新は忘れずに実施して頂き、新受給者証の写しは、必ず前穂にお渡し頂きたく存
じます。
②ご利用の度に作成いたしております都度記録は、ご面倒でも必ずご確認頂き、又、必ず印（また
はサイン）を頂きたく存じます。
③実費等の未払いのある方は、早急に残りなくお支払い頂きたく存じます。

以上、宜しくお願い申し上げます。

昨年は、前穂ショートをご利用頂きまことに有り難うございました。
ショート事業を継続でき、最優先の使命であるところの沢山の“緊急”に寄り
添えたのも、皆様のお陰と感謝いたしております。
ところで、昨今頂くお声に「他では早くから利用確定してもらえるのに、前穂
は中々決めてもらえない。しかも、決まっていた席を“譲って欲しい”と求めら
れてキャンセルになったこともある・・・・。」というものがありました。
ご不便やご迷惑をあかけした事は、まことに申し訳なく感じております。

種々様々なご利用状況と、それに伴う人員体制や配車等々の手配を毎日
毎夜するということは、労苦であると同時に私共の誇りでもあります。
早々と利用を確定させて頂き“変更なし”とする方が、運営も格段にやり易く
なります。
しかし、ショートの社会的使命はそれで全うされるのでしょうか！？という疑
問が頭から離れません。
そして民間企業の器とは言え、「最も困窮している方≒緊急事態に寄り添う
事が福祉職として守らねばならぬ努め」と頑なに考えて参りました。

皆様は、どのようにお考えでしょうか？
「先に申し込んでいるのだから・・・・」でしょうか？それとも、「利用できないの
は困るけれど・・・お互い様であるから、困っておられる方を優先してさしあげ
て・・・・」でしょうか？

皆様の本年が素晴らしい日々である事をお祈り申し上げる
と共に、今年の前穂がより一層、皆様のお気持ちにそえるよ
う、ご声援の程、宜しくお願い申し上げます。
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